
リサイズとリフロー


安岡孝一[bookmark: 1f]＊




　EPUBの最大の利点は何かと尋ねられたら、それはリサイズとリフローだろう。紙の書籍やPDFと違い、EPUBは版面という概念を持たない。フォントの大きさは、ユーザが勝手に変えることができるし、画面を縦長にするか横長にするかだって自由自在だ。そんなユーザの気まぐれにしたがって、EPUBの中の文章は、あっちに流れ、こっちに押し出され、するのである。これを利点と考えるか欠点と考えるかは、立場によって様々だろうが、とにかくEPUBというのはそういうものだ。



　しかし一般の書籍は、一次元の文字列だけで構成されているわけではない。そこには、脚注があったり、図が入っていたりするのである。脚注については、サクッと後注でごまかす[bookmark: 2f]†としても、図に関しては、アサッテのページに入れておくわけにもいかず、何とか本文の近くに置いておきたい、というのが人情である。でも、それを許してくれないのが、リサイズとリフローなのだ。




[image: 人名用漢字別表]

[bookmark: fig1]図1: <div style=​"width:​50%">




　まずは、昭和26年5月14日に国語審議会が発表した人名用漢字92字[bookmark: 3f]§を見ていただこう。とりあえず図1では、width:​50%とかいうオマジナイで、画面の幅の半分の幅になるように配置してみた。まあ、これが普通の配置というものかもしれないが、でも、この図1は、フォントの大きさを変更しても、図の大きさが全く変更されない。この図1は、あくまで92字の漢字の字体を示した図なのだから、フォントの大きさを変更したら、それにつられて図の中の漢字の大きさが変わっても良さそうなものだが、そうはならない。何だか全然、リサイズでもリフローでもないのが図1である。




[image: 人名用漢字別表]

[bookmark: fig2]図2: <div style=​"width:​15em">




　これに対し、width:​15emとかいうオマジナイで、図の幅が「M」15文字分になるようにしたのが、図2である。フォントを大きくすると、ちゃんと図も大きくなるし、フォントを小さくすると、図も小さくなる。たしかにリサイズは、これでうまくいくように見える。しかし、このやり方では、フォントを大きくしすぎると、図の幅がどんどん大きくなってしまって、本文の領域が狭くなりすぎてしまう。そうすると、図と本文がどうしても、泣き別れにならざるを得ない。どうしたものか。




[image: 人名用漢字別表]

[bookmark: fig3]図3: <div style=​"max-width:​50%; width:​15em">




　この問題に対する解の1つが、max-widthというオマジナイで、max-width:​50%とかすると、図の最大幅が画面の半分に制限されるはずである。でも、EPUBビューワは、まだmax-widthをあまりサポートしておらず、現時点ではイマイチ役に立たないオマジナイだ。それに、フォントを大きくしているにもかかわらず、図の中の文字が一定以上は大きくならないようにする、というのは、ある種の逃げであり、筆者の美意識に合わない気もする。では、どうすればいいのか。
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[bookmark: fig4]図4: <div style=​"width:​60%">に各文字をwidth:​2emで配置




　この問題に対する筆者の答が、図4である。端的には、人名用漢字92文字の単一画像を切り出し、それらを1字あたり幅2emで並べていっただけのことだ。こうすれば、図の中の各文字はリサイズされるが、図の幅は画面幅60%に決め打ちとなっているので、図の中でリフローが起こる。ただし、このリフローは、あくまで図4の中でだけうまくいくものであり、たとえ「[image: 龍]」を取り出して、本文中に並べてみても、うまく配置されるとは限らない。



　すなわち、リサイズとリフローを図に対しても適用しようとした場合、図の中にある漢字を1字1字バラバラに切り離して、それぞれにリサイズをかけられるようにしなければならない。正直なところ、かなりの手間だ。しかも、このやり方が適用できるのは、本文と図の書字方向が同一の場合であって、もし書字方向が異なっていると、問題はさらに複雑化する。たとえば、図5に対し、リサイズとリフローをかけようとするなら、さて、どういう問題が起こるだろう。




[image: 人名用漢字別表]

[bookmark: fig5]図5: 官報告示された人名用漢字別表[bookmark: 4f]¶







　本文が横書きであることから、図4と同じように、図の幅はwidth:​60%とかで、画面幅に対して相対的に指定できる方がありがたい。また、図5の中は縦書きなので、リフローを正常に働かせるためには、図の高さが事前に決まっていなければならない。つまり、これまでの図と違って、図5にリサイズとリフローをかけようとするなら、widthとheightの両方を指定する必要があるのだ。一方、フォントサイズを2倍にすると、図に必要な面積は4倍となる。フォントサイズを3倍にするなら、図の面積は9倍だ。つまり、図に必要な面積は、フォントサイズの2乗に比例することになる。



　ところが、ここで大きな問題に我々は出くわすことになる。図の幅を一定にしたまま図の面積をn2倍にしようとすると、図の高さをn2倍にするしかない。とすると、図のheightには、フォントサイズの2乗に比例するような長さを指定すべきだということになるが、EPUBで準備されているのはem(「M」の幅)とex(「x」の高さ)という、フォントサイズに比例した長さだけであって、フォントサイズの2乗に比例する長さなどない。つまり、図の幅を一定にしたままで、図の面積をフォントサイズの2乗に比例させるスベがないのだ。したがって、現状のEPUBでは、そのようなことをおこなうためには、widthとheightの両方をフォントサイズに比例させるしかないのだが、それはリサイズではあってもリフローではない。



　この問題を解決するためには、少なくとも以下の3つの技術が必要だ。


①縦書き (writing-mode:​tb-rl)



②長さの2乗を計算するためのスクリプト



③フォントサイズの変更を知るためのイベントハンドラ




これらの技術のうち、①に関しては、次のEPUB3で実装されることが、ほぼ確実だ。②に関しては、ちょっと微妙なところはあるが、JavaScriptか何かが実装される可能性は極めて高い。問題は③だ。



　現時点のHTML5では、たとえばonfontresizeみたいなものは規定されていない。ユーザがフォントサイズを変更したことを知るためには、たとえば1秒に1回どこかの<span>のwidthをチェックして、それが変わっていたら何か処理をする、というやり方が一般的だ。しかし、そのような処理をEPUB端末に実装するのは、あまりに荷が重い。できれば<div style=​"width:​15em">とかのonresizeが、フォントサイズの変更を拾ってくれると有り難いのだが、どうもそういう実装もなさそうだ。



　しかし、横中縦あるいは縦中横のリフローを考えれば、このような問題にすぐ出くわす。その意味では、この問題は、いずれ何らかの形で解決されるだろうし、解決されるべきだと考えられる。筆者としては、微妙な楽観主義を維持したまま、将来のEPUBに期待したいと思う。


[bookmark: footnote]脚注にしたいけど後注


[bookmark: 1]＊京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター准教授。ホームページはここ。

[bookmark: 2]†後注でごまかすとは言っても、双方向リンクくらいは張っておいた方がいいだろう。

[bookmark: 3]§この92字が発表されるまでの顚末は、拙著『新しい常用漢字と人名用漢字』(三省堂、平成23年3月)を読んでほしい。

[bookmark: 4]¶この92字が内閣告示された後も、衆議院ではそれを阻止する動きがあった。詳しくは拙著『新しい常用漢字と人名用漢字』を読んでほしい。と言うか、買ってくれたらウレシイな。
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